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 本論文は全 8 章からなり，第 1 章では，ガラス状態に関する基本的概念といくつかの蒸着分
子性ガラスについて見いだされている特異性を要約するとともに，光干渉による研究と理論計
算の分野に限定してこれまでの研究の問題点を指摘し，本研究の動機が述べられている．また，
第 2 章から第 5 章では偏光解析法による実験に関連した内容，さらに第 6, 7 章では量子化学計
算に関連した内容が示され，最後に第 8 章で，実験と計算による研究の結果を俯瞰した結論が
述べられている． 
 まず第 2 章で，申請者は偏光解析法の原理と解析理論について基本的内容を解説し，第 3 章
では，この研究で用いた装置の製作の経緯と性能検討のための予備的測定に関する内容をまと
めている．申請者が研究対象とした簡単な構造のアルキルベンゼン類がガラス転移を示す温度
は 100 K 程度の温度であって，申請者は試料の作成から昇温による状態変化の観察を高真空装
置の中で行わなければならなかった．そこで申請者は，既存の高真空装置に光学部品を装着し
て，単一の波長（633 nm）で偏光解析を行う装置を自作した． 





















 本論文の第 6章と第 7章において申請者は，上記の偏光解析法による実験とは独立に行った，
アルキルベンゼン２量体の構造に関する量子化学計算について述べている．まず第 6 章におい
ては，著者の用いた計算ソフト Gaussian と量子化学計算一般に関する短い解説の後に，２量
体構造を系統的に探索するために採用した GRRM (Global Reaction Route Mapping)の原理
を説明し，さらに著者がこれらのソフトを利用するために用いたワークステーションの構成を
示している． 
 次に第 7 章においては，GRRM 法を用いてベンゼン，トルエン，エチルベンゼンの各２量
体構造を探索した際の計算条件をまとめた後に，見いだした各化合物の２量体構造の特徴が順
に述べられている．それらを要約すると，まず MP2/6-31G という比較的簡単な計算レベルで










 本論文の最終章である第 8 章では，申請者はまず偏光解析法による実験で得られた結果を要
約し，光干渉を用いた先行研究の結果との類似性および相違について述べている．また，本論
文の第 4 章で述べた Au 基板を用いた実験と第 5 章で述べた Si 基板を用いた実験の結果の相
違については，最近の文献を引用しつつ，基板表面の微視的構造の違いが試料物質の特性に影
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